
次期長野市生涯学習推進計画策定の趣旨と方針 

 

１ 計画の策定経過と位置づけ 

   だれもが生涯にわたり自発的に学習することができ、その成果が適切に評価される
生涯学習社会の実現を目指し、平成 13 年度に「⻑野市生涯学習基本構想・基本計画」
を策定した。 

その後、本市の教育の基本的な方針や講ずべき施策について、平成 24 年度から 28 年
度を計画期間とする⻑野市教育振興基本計画が策定（平成 26 年度に⻑野市教育⼤綱と
して位置づけ）されたことと合わせて、その生涯学習分野の計画（個別計画）として、
「⻑野市生涯学習推進計画」を策定した。   

以降の計画更新にあたっても、⻑野市教育振興基本計画と⾜並みを揃え、平成 29 年
度からの「第二次生涯学習推進計画」、平成４年度からの「第三次生涯学習推進計画」
を策定した。 

   なお、⻑野市教育振興基本計画は、本市の最上位計画である⻑野市総合基本計画の教
育分野計画に位置付けられる。 

    
   【上位計画との関連（階層）】 

 
   
   
 
 
 
 
 

 

２ 計画の期間 

  令和９年度から令和 13 年度まで ５年間 
 
３ 計画策定に向けた視点 

  （１）教育振興基本計画の生涯学習分野計画として、⻑野市教育の基本理念を共有する
とともに、次期教育振興基本計画の施策体系と整合させ、上位計画と連続性をもたせ
る。 

     
 
 

⻑野市総合基本計画 

教育分野 教育振興基本計画 
生涯学習分野 生涯学習推進計画 ※次期計画 Ｒ9 - Ｒ18 

※次期計画 Ｒ9 - R13 ※次期計画 Ｒ9 - R13 

政 策 

施 策 

施策の展開(取組) 
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   ◆施策体系の整合 
    
    
 
    
 
 
 
 
 
 
 
   
 
（２）「生涯学習の目指すべきもの」など、第 3 次計画において定める重要な要素を継承す

る。（４参照）また、教育振興基本計画に位置付けられた生涯学習分野の施策につい
ての取組み（上図の第 3 階層）を整理する。（５参照） 

 
４ 第三次計画の継承 【第三次計画の該当箇所】 
（１）目指すべきもの 【はじめに】【第２編 計画の推進 １⻑野市の生涯学習の目指すべきもの】より 
   「だれもが生涯にわたり、いつでもどこでも自由に学び、互いに高めあうとともに、

学びの成果が活力ある地域づくりにつながる生涯学習のまち」 
   「市⺠⼀⼈⼀⼈が、地域の良さを理解して、⼈と⼈との絆を結ぶ学習など、生涯のあ

らゆる場面での学習を深めることで豊かな生活につながるよう、学習の場の提供を
図り、併せて、生涯学習施設の連携・協力を進め利便性の向上を図る」 

    
（２）ＳＤＧｓの推進 【ＳＤＧｓの推進】より 
   
    
 
 
 
 
 
 
 

第
三
次
計
画 

第１階層 
【施策１】  
【施策２】市⺠の学びを⽀える体制づくりの推進 
【施策３】ともに学びあう⼈と地域づくりの推進 

第 2 階層 
各施策に対する 
【体系１…】 

第３階層 
(取組み) 

第
四
次
計
画 

第１階層＝第四次教育振興基本計画の「基本施策」 
【施策１】社会教育のさらなる推進 
【施策２】多様なニーズに応じた学びの機会の充実 
【施策３】生涯学習・社会教育環境の整備 
【施策４】学びが活かされる地域づくりの促進 

第 2 階層 
＝基本計画の 

」 
に整合 

第３階層 
(取組み) 
※上層に
合わせて
見直し 

※ＳＤＧｓの扱いについては上位計画（総合計
画、教育振興基本計画）に整合させる 

「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）は、平
成 27（2015）年９月の国連サミットで採
択された持続可能でより良い世界を目指す
ための令和 12（2030）年までの国際目標
です。持続可能な世界を実現するための 17 
の目標の達成により、地球上の「誰⼀⼈取
り残さない」ことを誓い、包括的な社会の
実現を目指しています。」 



５ 具体的な取組・事業（体系第３階層）の整理 

   第三次計画の体系第 3 層（取組み）を、第四次計画の体系に沿って見直しを行う。 
    ・新体系に沿った項目の組み換え 
    ・「基本計画」において、他の計画に委ねるとした部分にあたる事業は、第四次計

画においても切り分ける（特に関連性のあるものは「関連事業」として整理） 
    ・進捗管理の項目もこれらに準じて整理する。 
 


